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論　　文　　の　　要　　旨
　データベースの大規模化の問題点は雪管理のため収録データに厳しい制約が課せられることであ
る。その結果ヲ研究開発用とか戦略決定用などの高度な情報を適切に資源化することは極めて困難
である。また里現在のデータベースシステムや知識べ一スシステムでは情報の利用機能として主に
検索や演緯推論や数値計算を提供している。しかし事情報を実際に利用する場合には雪求められる
データが必ずしも収録されていないため芽検索ヨ演緯推論や数値計算だけでなく芽それらの機能とヨ
既存のデータおよび知識から新しい知識を獲得する学習機能や類推、発想等の機能と統合的に使用
することが求められている。
　類推というのは概念間の類似性に基づく推論である。従って類推の機能を実現させるために雪概
念問の類似関係害論理関係のような意味関係を処理する必要がある。類推に関してはヨWiRst㎝を代
表として数多くの研究者により研究が行われている。しかしヨ多くの研究では、情報がすでに構造
化されたという前提で研究を展開して行ってヨ情報をどのように構造化するかについてはふれてい
ない。またヨ類推を行なうための概念間の意味関係についても研究されていない。そこでヨ本研究
ではヨ概念問の上下芽等価争包含等の階層関係を概念構造によって表わしヨ類似関係を概念構造か
ら取り出すことにし害推論を行なうための論理関係を論理構造によって表わすことにした。また原
情報の所在に関わる情報を物理構造によって表すことにした。
　類推を行なう手煩は次の通りである。
1）概念構造から類似概念を探索する。
2）論理構造を利用し，推論を行なう。即ちヨ概念間の論理関係を類似概念に適用する。
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3）類推は非決定的推論であるため事類推の精度を向上させる目的でラ概念構造によりラ類推の精
度を評価する。
4）類推の結果を表示する。
　実例としてヨ有機合成研究開発への応用システムヨ即ちヨ類推機能を持つ有機合成情報べ一スシ
ステムの試作を行なった。
審　　査　　の　　要　　旨
類推機能の研究では冒類似性の自動処理が未解決であったが。本研究はそれに対する方式を開発
しラ有機合成研究に応用しヨ有効性を示した点が評価できる。
　よって寄著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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